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＜連絡事項＞

・杉澤　恵子様～現在睡眠確保目的にて夜間時間隔離中です。その事などから、現在任意入院なのですが医療保護入院への入院形態切り替えが必要になってきます。本日、ご家族様面会予定になっておりますのでご家族に説明していく予定です。また、最近失禁が多く普通のパンツでは対応困難となってきています。リハビリパンツを購入していく予定となっています。

· 血糖値検査での採血機器は新しい物が本日きましたので、次回使用時からこちらをご利用下さい。古い物は使用しないで下さい。

· ６/２８から竹内さん（ソーシャルワーカー）がローテ研修を終了し東病棟に正式に配属になる予定です

· 東病棟浴室ドアストッパー破損箇所あり、本日修理依頼しています。

· 広報委員会からのお知らせです春・夏号に投稿する写真を募集しています。

景色や風景写真でいい写真が撮れたと思うスタッフがいましたら広報委員会スタッフまで持参して下さい。

· 糸山　タケ様～本日より私物管理開始となっています。危険行為がないよう注意してみていきましょう。

· 水梨　孝純様～現在服用中であるデパケンRですが本日の排便の中にそのまま排泄されている事がありました。薬局長確認した所吸収されており糖衣だけが硬いのでそのまま排出されている可能性が高いと言う事です。実際に以前そのような事があった際にも糖衣だけが排泄され中身は何も無い状況でした。今後このような事があった際には薬の確認（押しつぶしてみる）をお願い致します。

※デパケンRは粉砕禁忌のお薬となりますので、粉砕はしないようお願いします。

· 林　田鶴子様～本日より臨時薬変更となっています。病状に注意して観察して下さい。

· 安達　貴浩様～本人希望にてタバコ20本/日で管理して行きたいとの事です。担当のほうでタバコ管理表作成していますので使用して下さい。（本人には説明不用です）

又、他患者様からおやつをもらおうとされること頻回にある様子です。木村格治様から報告受けています。スタッフ間でも充分に注意し観察して行きましょう。

　＜井畑光湖様の関わり方について話し合っています＞

昨日、ペットボトルの蓋を飲んだかもしれないと言うことがありました。昨日のうちに本人から「さっきのは嘘です。飲んでいません。」との事でした。本日レントゲン撮影。レントゲン上異物は見当たらず、主治医より経過観察の指示あります。

今回のケースについて話し合っています。

緊急事故までには至っていないが事故リスクが大きいケースです。

現場（急性期）は起きてしまう起きない事は不思議に思うこと。本人はその気がなくても繰り返しているうちに死を迎えてしまう可能性が高くなる。

？今回は何が原因たったのか…考えられる事。

	・コミュニケーション不足（スタッフ同士）

・８号室→１１号室へ移動となっていた。

・主治医が問診に来なかった事に

対する看護サイドの説明不足

・本人の状態（被害妄想？）

・何でペットボトルを入れたのか？

・なぜ、ペットボトルを

回収しなかったのか？

	・ケア調整（話し合い）を行っていない。

・当日担当看護師を１人つけるべきだった。

・本人に事情を説明するべきであった。

・私物管理がなされていなかった。
・意識の低さがあった。（モチベーシ

　ョンが低い）

・声を掛け合って動こう。




　　　　　　　　　　▽

　人が多いと誰かがやるだろうという　　　　だからその１つにケア調整実施している

　甘えの気持ちがある。現に旅行中に　　

人が少なくても事故にはなっていない。　　　突発的な出来事はある。だからこそ朝の

適度な緊張感があったからではないか。　　　時間で調整していく事が少しでもリスク回避につながる。

※話し合いの結果は分かるだけでは駄目です。認識は個人差がありますが、

その個人の認識を高めて下さい。　　　

そして臨床はその事を実践していかなくてはなりません。













